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　新年あけましておめでとうございます。
　昨年は、元日早々の能登半島地震に始まり、秋の豪雨、南海トラフ地震かと身構えた８月の宮崎県日向灘地震で災害
列島を思い知る一年でありました。

　さて、今回の議会だよりには、各会派の今年の抱負を掲載しており、新たな活動が期待されるところであります。
　また、広報広聴委員会では、議会の活動を広く市民の皆様に知っていただくための広報活動として、綾部市議会では動画配信の準備を進め
ています。
　市民の皆様から市政や議会へのご意見・ご要望などを聞かせていただく機会になれば幸いです。
　結びに、本年が皆様にとって輝かしい年になりますようご祈念申し上げます。

編集／広報広聴委員会
◎本田文夫　〇塚﨑泰史　後藤光　渡辺小百合　酒井裕史　中島祐子　種清喜之　高橋輝（◎委員長　〇副委員長）

編 集 後 記
≪写真≫ 初日の出（寺山山頂）≪写真≫ 初日の出（寺山山頂）

★ホームページへのアクセスは、検索画面で　　　　　　　　　　　　を入力してクリック !

多言語対応サイトへ
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Digest
12月定例会

令和６年12月定例会は12月2日から20日までの19日間の会期で開催しま
した。
本定例会では市長から提案された議案30件を審議しました。議案について

は、いずれも原案のとおり可決・承認しました。（採決の結果は４ページに記載）
上程された議案は、３つの常任委員会に付託され、審査しました。その内容は

次のとおりです。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や
か
で

清
々
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
能
登
半
島
地
震
や
豪
雨
に
よ
る
大
き

な
被
害
が
あ
る
中
で
、
幸
い
に
も
市
内
に
お
い
て

は
、
大
き
な
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
も
な

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
自
然
災
害
は

い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
再

認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
平
常
時
か
ら
の
防
災
準

備
、
防
災
訓
練
の
重
要
性
や
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
安

全
・
安
心
な
生
活
を
守
る
た
め
に
さ
ら
に
防
災
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
11
月
に
市
民
待
望
の
複
合
施
設
「
あ
や
テ
ラ
ス
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、

連
日
多
く
の
皆
様
に
利
用
さ
れ
賑
わ
い
あ
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
年
は
、
西
部
地
域
消
防
防
災
拠
点
施
設
・
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
、
旧
図
書

館
に
ハ
ー
ト
交
流
セ
ン
タ
ー
、
旧
綾
部
幼
稚
園
を
活
用
し
た
こ
ど
も
発
達
支
援

施
設
、
旧
市
民
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
に
新
都
市
公
園
「
あ
や
パ
ー
ク
」
と
完
成
予
定

の
施
設
が
目
白
押
し
で
あ
り
、
各
施
設
の
完
成
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
市
議
会
で
は
平
成
22
年
度
に
い
ち
早
く
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
、
令

和
４
年
に
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
議
員
定
数
に
関
わ
る
議
論
、

さ
ら
に
、
市
長
へ
の
公
共
交
通
政
策
提
言
を
す
る
な
ど
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
議
会
の
見
え
る
化
に
向
け
て
、
各
委
員
会
の
動
画
配
信
を
行
う
新
た

な
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
様
の
様
々
な
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
聞
き
し
、
一
人
ひ
と
り

が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
実
現

で
き
る
よ
う
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が
皆
様
の
意
見
を
提
案
に
変
え
、
そ
の
思
い
を

市
政
に
繋
げ
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
、
国
内
外
の
平
和
と
安
寧
を
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

総務教育建設委員会 市営駐車場24時間の最大料金設定

●市営駐車場料金の見直し
令和６年８月の綾部市営駐車場経営戦略に基づ

き、市営駐車場の普通駐車料金について、駐車１回
につき30分までを無料とすること、駐車１回24
時間ごとの最大料金を500円とする上限料金を定
める改定を行おうとするものです。
質疑の中で、「24時間上限500円設定の根拠は」

との質問に対し、「実績を基にシミュレーションし、
運営経費を一定確保するために設定した金額であ
る。550円以上の利用者の割合が65％を占めてお
り、より多くの方に恩恵を受けていただくこと、運
営経費を確保するためには500円以下にすること
は難しく、また、民業圧迫に繋がることも考慮した
金額である。」との答弁がありました。
特に意見もなく、採決の結果、全員賛成で可決と

なりました。

●市役所まちづくりセンター大規模改修工事（建
築本体工事）請負契約を締結
施設の長寿命化及び利用者の利便性の向上を図

るため、まちづくりセンター大規模改修工事につい
て、浅巻建設株式会社と１億4,876万4,000円の
工事請負契約が締結されるものです。工事の概要

は、現在、１階の公用車駐車スペースを会議室に、
また１階玄関前にエレベーターが設置されます。工
期は、令和７年９月16日まで。
質疑の中で、「発注した後のスケジュールの概要

は」との質問に対し、「１階の駐車スペースから取
り掛かり、２階の会議室については、令和７年３月
まで使用できるよう計画をしている。」との答弁が
ありました。
特に意見もなく、採決の結果、全員賛成で可決と

なりました。
その他、５議案について審査を行い、採決の結

果、全員賛成で可決となりました。

議　長
松 本 幸 子

副議長
本 田 文 夫

綾部駅南駐車場

会派会派のの抱負抱負

創政会創政会
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中
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Digest 一般質問

産業厚生環境委員会 綾部市立病院の病床数変更

●綾部市病院事業の設置等に関する条例の一部改
正

　　綾部市立病院について、人口減少と高齢化によ
る医療需要の変化や、国の診療報酬改定に対応し
た見直しが必要であるため、現在の病床数を206
床から199床に変更する。変更は令和７年４月１
日からとするとの説明がありました。

　　質疑の中で、「診療報酬の改定で急性期病棟での
入院日数が18日から16日に減ることによって、
患者は地域包括ケア病棟へ移れて、もっと受け入
れ人数を増やせるということか」との質問があり、

「これまで急性期病棟から地域包括ケア病棟への転
棟割合は６割制限のため、50床のうち30床まで
受け入れが可能であった。近年、入院患者の高齢化
により、治癒に日数を要する場合があるが、入院期
間が18日から16日に短縮され、診療報酬が下が
るからといって、地域包括ケア病棟へ回せない場
合であっても、退院を促すことなく、急性期病棟で
看護を続けているのが現状である。199床にする
ことによって、その制限が撤廃されるため、有効に
活用ができ、患者に寄り添った看護ができる」との
答弁がありました。また、「看護師の人数が足りて
いない話をよく耳にするが、199床にすることで、
少しは改善されるのか、現在の状況は」との質問が
あり、「今回、病床数を減らすことで、看護師の配
置基準は特に変更はない。急性期病棟は7：1、地
域包括ケア病棟は10：1のままであり、配置基準
は、今回変更する予定はない。」との答弁がありま
した。

　　特に意見もなく、採決の結果、全員賛成で可決と
なりました。

●綾部市こども発達支援施設の設置及び管理に関
する条例の制定

令和７年５月に供用開始予定で、発達に支援の
必要なおおむね１歳から12歳（小学校６年生）ま

での児童とその保護者や関係者に対し、自立と社会
参加のための訓練、相談又は支援を行うことを目的
に、綾部市こども発達支援施設を設置するため、条
例で制定しようとするものとの説明がありました。

質疑の中で、「新施設で使用料がかかるとのこと
だが、今の療育教室でもかかっているのか」との質
問があり、「現療育教室でも使用料の１割負担がか
かっている。ただし、３歳児以上の幼児は保育料無
償化が適応されている」との答弁がありました。ま
た、「放課後等デイサービスの対象児童の年齢が小
学校６年生までとなっているが、中学生などの需
要もあると思う。その対応については」との質問が
あり、「まずは、小学生までの受入れとしてスター
トし、状況を見て対象年齢の引き上げも検討してい
く」との答弁がありました。さらに、「放課後等デイ
サービスを行うにあたり、施設までの送迎はどのよ
うに考えているのか」との質問があり、「各学校へ
の迎えのサービスは行う。こども発達支援施設への
迎えは保護者に依頼するよう調整する」との答弁が
ありました。

特に意見もなく、採決の結果、全員賛成で可決と
なりました。

その他、３議案について審査を行い、採決の結
果、全員賛成で可決となりました。

予算決算委員会
物価高に伴う影響を受ける低所得世帯を
支援するための予算を追加

●令和６年度一般会計補正予算
国民の安心・安全と持続的な成長に向けた総合

経済対策が打ち出され、物価高騰対応重点支援地
方創生臨時交付金が拡充されることから、物価高
に伴う影響を受ける低所得世帯を対象に給付金を
支給するための経費の他、放課後学級運営業務委 
託費の債務負担の設定など総額４億 2,472 万 6 千
円の追加予算を計上するものです。

意見として、放課後学級運営業務委託について、
慢性的な人材不足に対応し、子どもたちの健全な
育成及び働く保護者の安心につながる安定的かつ
持続可能な放課後学級の運営を実現するため、放
課後児童健全育成事業の民間委託に関する債務負
担行為を評価する。なお、業者選定の際には、支
援員の雇用条件の悪化や、より良い放課後学級の

運営に支障をきたす恐れがある場合、業務委託の
開始を先延ばしや市直営の継続といった選択肢も
十分に検討されたい。また、放課後学級運営業務
委託の４月実施はいったん白紙に戻し、当事者同
士の合意形成を優先すること。とありました。
＜主な事業＞

・物価高騰非課税世帯支援給付金支給事業費
・放課後学級運営業務委託費
・消火栓設置負担金
・現年発生公共土木施設災害復旧事業費
その他、特別会計５件と公営企業会計３件を審

査しました。
採決の結果、18 議案のうち 1 議案は賛成多数で

可決、17 議案は全員賛成で可決及び承認となりまし
た。

Ｑ　

綾
部
市
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
持
ち
込
ま
れ
る

ご
み
の
受
付
は
屋

外
で
、
天
候
や
足

元
の
状
況
か
ら
利

用
し
に
く
い
と
の

声
が
あ
る
。
ま
た
、

年
末
に
は
車
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
、
Ｕ
タ
ー
ン

場
所
が
崖
に
面
し
て
お
り
、
転
落
の
危
険
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
、
人
と

車
が
交
錯
し
危
険
で
あ
る
。
改
善
の
検
討
は
。

Ａ
　
家
庭
ご
み
の
収
集
は
地
域
ご
と
の
指
定
日
に

業
者
が
回
収
す
る
の
が
基
本
で
あ
る
が
、
自
ら

搬
入
を
す
る
方
が
増
加
し
て
い
る
。
平
日
は
業

者
の
搬
入
車
と
動
線
を
分
け
る
た
め
、
現
状
の

屋
外
受
付
を
維
持
し
て
い
る
。
雨
天
や
降
雪
の

際
に
は
不
便
を
か
け
て
い
る
が
、
屋
根
設
置
は

難
し
い
状
況
。
一
方
、
車
の
方
向
転
換
ス
ペ
ー

ス
に
つ
い
て
は
、
崖
地
に
隣
接
す
る
た
め
、
運

転
ミ
ス
に
よ
る
転
落
の
危
険
が
あ
り
改
善
策
を

検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

１
㎏
の
雑
紙
回
収
を
行
う
こ
と
に
よ
り
市
の

処
理
費
用
が
18
円
削
減
さ
れ
る
。
補
助
金
を
見

直
し
、
雑
紙
回
収
を
広
く
促
進
す
れ
ば
、
市
の

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
が
考
え

は
。

Ａ
　
古
紙
の
買
取
単
価
が
下
落
し
、
回
収
量
が
減

少
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
制
度
内
容
の
検
討
も
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
改
善
傾
向
の
た
め
当

面
は
回
収
量
の
推
移
を
注
視
し
経
過
を
み
る
。

民政会　　藤
ふじ

　岡
おか

　康
こう

　治
じ リサイクル促進について問う
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こども発達支援施設（旧綾部幼稚園）

令和７年３月定例会の日程予定
３月定例会は、２月25日から３月24日までの28日間の会期で予定しています。

２月25日（火）　本会議（議案上程）
３月 ４日（火）　請願受理締切り（正午）
　　 ５日（水）　一般（代表）質問
　　 ６日（木）　一般質問
　　 ７日（金）　一般質問

 10日（月）　総務教育建設委員会
 11日（火）　産業厚生環境委員会
 12日（水）　予算決算委員会（総括質疑）
 13日（木）～19日（水）予算決算委員会（予算審査）
 24日（月）　本会議（採決）

放
課
後
学
級
業
務
運
営
委
託
は
性
急

　
市
は
40
年
以
上
に
わ
た
っ
て
公
設
公
営

の
放
課
後
学
級
を
運
営
し
て
き
た
。
９
月
議

会
に
お
い
て
市
長
は
、
放
課
後
学
級
の
運
営

の
外
部
委
託
は
、「
来
年
度
以
降
」
と
答
弁
。

と
こ
ろ
が
、
今
年
度
か
ら
の
債
務
負
担
行
為

が
12
月
議
会
に
上
程
さ
れ
た
。
修
正
案
に
賛

成
す
る
理
由
は
、

一
　
支
援
員
と
の
合
意
形
成
が
な
さ
れ
な

い
ま
ま
、
来
年
１
月
か
ら
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
が

実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

二
　
支
援
員
の
雇
用
条
件
変
更
に
も
か
か

わ
ら
ず
市
は
支
援
員
へ
の
説
明
と
意
見
交

換
を
し
て
い
な
い
。

三
　
厚
生
労
働
省
は
、
運
営
主
体
が
変
更
に

な
る
場
合
、
支
援
員
の
継
続
性
の
保
障
、
子

ど
も
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
、
保
護
者

の
理
解
を
得
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
が
、
議

論
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

賛成 日本共産党議員団

吉
よし

　﨑
ざき

　篤
あつ

　子
こ

論討
議
第
議
第
９４９４
号号  

「
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）」

（
放
課
後
児
童
健
全
育
成
学
級
の
運
営
委
託
に
関
す
る
債
務
負

担
行
為
を
削
除
す
る
修
正
案
）

時
代
の
要
請
に
応
え
る
最
善
の
選
択
を

「
令
和
６
年
度
綾
部
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）
」
の
修
正
案
に
反
対
す
る
。

本
修
正
案
は
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
学

級
の
運
営
委
託
に
関
す
る
債
務
負
担
行
為

を
削
除
す
る
内
容
で
あ
り
、
支
援
員
不
足
や

サ
ー
ビ
ス
の
質
向
上
と
い
っ
た
喫
緊
の
課
題

解
決
を
先
送
り
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
原
案
は
、
民
間
事
業
者
へ
の
委
託

を
通
じ
て
人
材
確
保
、
研
修
充
実
、
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
実
現
し
、
子
ど
も
た
ち
に

安
全
で
充
実
し
た
環
境
を
提
供
す
る
具
体

策
を
示
し
た
も
の
で
、
市
民
の
期
待
に
応
え

る
重
要
な
提
案
で
あ
る
。

民
営
化
が
全
国
的
に
進
む
中
、
本
市
も
持

続
可
能
な
運
営
体
制
構
築
を
図
る
べ
き
で

あ
る
。
修
正
案
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
行
政
運
営
の
前
進
を
阻
害
す
る
も
の
で

あ
り
、
断
固
反
対
す
る
。

反対 創政会

柳
やなぎ

　原
はら

　秀
ひで

　一
かず

補正予算に対する修正動議の提出
　議第94号「令和６年度一般会計補正予算（第４号）」に対し、放課後児童健全育成学級の運営委託に関す
る債務負担行為を削除する修正案が提出されましたが、賛成少数で否決されました。（原案可決）



Ｑ　

人
口
減
少
社

会
に
お
い
て
、
地

域
に
人
材
を
留
め

る
た
め
に
は
、
誰

も
が
住
み
や
す
く

活
躍
し
や
す
い
社

会
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
が
重
要
と

考
え
る
が
、
市
と
し
て
、
現
状
を
ど
う
認
識
し
、

ど
の
よ
う
な
課
題
を
設
定
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
継
続
し
た
取
組
を
実
施
し
て
お
り
、
一
定

の
効
果
が
現
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
女
性

の
社
会
進
出
が
進
む
一
方
、
家
事
・
育
児
の

負
担
な
ど
が
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
課
題

に
は
、
本
市
な
ら
で
は
の
地
域
特
性
も
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
本
市
の
実
情
に
合
っ
た
手
法
で

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
に
取
り
組
む
必

要
性
を
感
じ
て
い
る
。

Ｑ　

綾
部
市
創
生
総
合
戦
略
の
重
点
要
素
に
家
庭

や
地
域
社
会
、
企
業
等
に
お
い
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
を
図
り
、
女
性
の
活
躍
を

推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
は
本
市
の
発
展

の
た
め
に
も
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
。
本
市
が
目
指
す
べ
き
理
想
像
は
。

Ａ
　
意
識
改
革
に
つ
な
が
る
啓
発
等
に
も
取
り
組

む
と
同
時
に
、
時
代
の
潮
流
を
掴
み
な
が
ら
、

第
４
次
あ
い
プ
ラ
ン
が
目
指
す
「
す
べ
て
の
人

が
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
お
互
い
を
尊
重
し
、

責
任
を
分
か
ち
あ
い
、
個
性
と
能
力
を
発
揮
し

て
共
に
活
躍
し
共
に
生
き
る
綾
部
市
」
を
理
想

像
と
し
て
取
組
を
進
め
て
い
く
。
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民政会　　片
かた

　岡
おか

　英
ひで

　晃
あき

ジェンダーギャップ解消を

Ｑ　

放
課
後
学
級

は
保
護
者
が
労
働

等
で
昼
間
、
家
に

い
な
い
小
学
生
に

適
切
な
遊
び
や
生

活
の
場
を
与
え
て
、

健
全
に
育
成
し
て

い
く
こ
と
が
目
的

だ
が
、
市
と
し
て
そ
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
。

Ａ
　
保
護
者
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
整
え
、

地
域
と
の
連
携
を
強
化
し
、
子
ど
も
た
ち
の
自

主
性
、
社
会
性
及
び
創
造
性
を
養
う
こ
と
、
子

ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
全
な
成
長
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

Ｑ　

こ
れ
ま
で
保
護
者
か
ら
「
子
ど
も
が
行
き
た

が
ら
な
く
て
困
っ
て
い
る
」
と
い
う
声
を
幾
度

か
聞
い
て
き
た
。
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
進
ん
で

通
い
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
放
課
後
学
級
と
な
る

こ
と
や
「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
」
の
視
点
に

立
っ
た
運
営
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
運
営
を
民

間
委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
目
指
す
課
題
解
決
は
。

Ａ
　
課
題
と
し
て
は
、
特
に
人
材
確
保
と
事
業
の

質
の
向
上
が
挙
げ
ら
れ
る
。
入
級
児
童
数
が

年
々
増
加
す
る
一
方
で
、
労
働
力
不
足
、
支
援

員
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
年
間
を
通
じ
て
人
材

確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
。
民
間
委
託
に
よ
り
、

支
援
員
の
雇
用
の
安
定
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

働
き
方
の
選
択
等
に
よ
る
幅
広
い
人
材
の
確

保
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
研
修
の
充

実
等
に
よ
り
子
ど
も
や
保
護
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

や
事
業
内
容
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。
現
支
援

員
の
継
続
希
望
者
の
優
先
雇
用
と
適
正
な
処
遇

な
ど
を
要
件
と
し
て
応
募
事
業
者
に
求
め
る
予

定
。

みらいのあやべ　　中
なか

　島
じま

　祐
ゆう

　子
こ

運営委託による放課後学級改善は

Ｑ　

能
登
半
島
地

震
の
避
難
所
で
は

雑
魚
寝
、
ト
イ
レ

問
題
な
ど
過
去
の

教
訓
が
生
か
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。

内
外
の
専
門
家
か

ら
は
、
難
民
キ
ャ

ン
プ
よ
り
劣
悪
と
言
わ
れ
る
日
本
の
避
難
所
。

避
難
が
必
要
な
場
合
、
ト
イ
レ
環
境
が
整
っ
て

い
な
い
こ
と
が
避
難
行
動
を
た
め
ら
う
こ
と
に

つ
な
が
る
。
能
登
半
島
地
震
で
は
全
国
か
ら
災

害
用
ト
イ
レ
が
支
援
さ
れ
た
。
要
配
慮
者
へ
の

ケ
ア
、
衛
生
環
境
、
給
排
水
設
備
、
下
水
道
浄

化
槽
、
し
尿
収
集
、
災
害
用
ト
イ
レ
な
ど
の
知

識
を
持
つ
人
を
統
括
責
任
者
と
し
て
配
置
し
、

事
前
の
ト
イ
レ
確
保
、
管
理
計
画
作
成
と
運
用

等
、
ト
イ
レ
を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
考
え
る
こ
と

が
重
要
で
は
。

Ａ
　
本
市
の
災
害
対
策
本
部
は
市
長
を
本
部
長

に
、
副
市
長
と
教
育
長
を
副
本
部
長
に
、
各
部

長
等
を
本
部
員
と
し
て
構
成
し
て
い
る
。
ト
イ

レ
対
策
の
全
体
統
括
責
任
者
は
設
置
し
て
い
な

い
が
、
本
部
補
助
組
織
と
緊
急
被
災
現
場
活
動

組
織
が
あ
り
、
そ
の
中
に
目
的
に
応
じ
た
部
と

班
を
設
置
し
て
い
る
。
災
害
発
生
時
に
ト
イ
レ

専
門
の
全
体
統
括
責
任
者
を
設
置
す
る
こ
と
は

難
し
い
た
め
、
災
害
時
に
は
、
本
部
運
営
部
と

避
難
所
班
で
、
上
下
水
道
施
設
の
被
災
状
況
等

を
把
握
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
現
実

的
と
考
え
て
い
る
。
ト
イ
レ
問
題
は
重
要
な
課

題
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
よ
り
良
い
課
題
解

決
方
法
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

日本共産党　　井
い

　田
だ

　佳
か

代
よ

子
こ トイレ対策統括責任者の配置を



Ｑ　

綾
部
市
で

は
、
10
月
17
日
に

戦
没
者
追
悼
式
が

開
催
さ
れ
、
初
め

て
自
治
会
長
を
中

心
に
市
民
も
参
列

さ
れ
、
遺
族
と
市

民
が
共
に
追
悼

し
、
平
和
を
祈
念
で
き
た
こ
と
は
大
変
有
意
義

で
あ
っ
た
。
今
回
多
く
の
一
般
市
民
の
方
々
の

追
悼
式
へ
の
参
列
が
叶
っ
た
が
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
も
平
和
の
尊
さ
、
命
の
大
切

さ
を
伝
え
る
手
段
と
し
て
、
理
解
力
が
高
ま
る

小
学
校
高
学
年
も
し
く
は
中
学
生
に
参
列
の
機

会
を
つ
く
り
厳
粛
な
追
悼
式
を
体
感
し
て
も
ら

う
こ
と
を
再
度
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

Ａ
　
学
校
教
育
で
は
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、

発
達
段
階
に
応
じ
て
各
教
科
、
各
領
域
に
お
い

て
平
和
に
関
す
る
学
習
を
行
っ
て
い
る
。
戦
没

者
追
悼
式
は
、
先
の
大
戦
の
記
憶
を
風
化
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
戦
没
者
に
対
し
追
悼
の
誠
を
捧

げ
る
と
と
も
に
、
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
た
め

開
催
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
も
貴
重
な
機
会
と
考
え
て
は

い
る
が
、
現
在
の
戦
没
者
追
悼
式
の
日
程
や
教

育
課
程
の
中
で
児
童
生
徒
を
参
列
さ
せ
る
こ
と

に
つ
い
て
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。
戦
没
者
追

悼
式
で
読
み
上
げ
ら
れ
る
遺
族
代
表
の
追
悼
の

言
葉
を
学
習
資
料
と
す
る
こ
と
や
平
和
を
祈
る

戦
没
者
追
悼
式
の
意
義
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

る
こ
と
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
積
極
的
に
行
っ

て
い
き
た
い
。

Ｑ　

小
学
校
へ
の

英
語
授
業
導
入
か

ら
４
年
、
本
市
に

お
け
る
英
語
の
授

業
の
実
態
は
ど
う

か
。
現
状
の
取
組

で
社
会
へ
出
て
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
英

会
話
が
で
き
る
実
力
を
つ
け
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
学
習
指
導
要
領
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、

全
て
の
小
・
中
学
校
に
外
国
人
指
導
助
手
を
小

学
校
に
は
英
語
の
専
科
教
員
も
配
置
し
、
小
学

校
低
学
年
か
ら
生
き
た
英
語
に
触
れ
る
機
会
を

提
供
し
て
い
る
。
校
外
学
習
等
で
外
国
人
に
話

し
か
け
る
こ
と
に
抵
抗
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

市
教
育
委
員
会
主
催
の
国
際
理
解
教
育
事
業
へ

の
参
加
が
増
え
て
お
り
、
児
童
生
徒
の
英
語
学

習
に
対
す
る
学
習
意
欲
は
高
ま
っ
て
い
る
。
ま

た
、
中
学
２
、３
年
生
を
対
象
に
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

英
検
受
験
事
業
に
取
り
組
み
、
卒
業
時
点
で
英

語
検
定
３
級
以
上
の
取
得
生
徒
の
割
合
は
30
％

か
ら
48
％
の
取
得
率
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
で
は
、
総
合
学
習
の

時
間
を
英
会
話
で
し
か
話
せ
な
い
時
間
帯
を
つ

く
る
な
ど
小
・
中
学
校
９
年
間
を
通
し
て
「
聞
く
、

話
す
、
読
む
、
書
く
」
の
４
技
能
効
果
測
定
に
取

り
組
み
実
践
的
英
語
授
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、

本
市
の
今
後
の
英
語
教
育
の
取
組
は
。

Ａ
　
さ
い
た
ま
市
の
取
組
は
子
ど
も
の
英
語
力
の

向
上
に
効
果
が
大
き
い
と
考
え
て
お
り
、
調
査
、

研
究
し
導
入
に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
。
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市政を問う
一 般 質 問

　12月10日から12日までの３日間にわたって15人の議員が市政全般について質問を行いました。
ここでは一般質問の要旨を掲載します。（掲載は登壇順）

Ｑ　

小
・
中
学
校

の
児
童
生
徒
一
人

一
人
に
学
習
端
末

機
器
と
し
て
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
が
配

布
さ
れ
て
数
年
が

経
過
し
、
端
末
の

故
障
が
増
え
て
い

る
と
の
報
道
が
あ
っ
た
が
、
本
市
に
お
い
て
の

端
末
の
故
障
と
対
応
す
る
予
備
機
の
状
況
は
。

Ａ
　
令
和
２
年
度
に
２
，
５
８
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
導
入
し
て
翌
年
度
に
配
布
し
た
。
以

降
、
今
年
の
11
月
末
時
点
で
機
器
の
故
障
や
不

具
合
で
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
も
の
は
１
３
９

台
。
予
備
機
は
導
入
当
初
は
78
台
で
あ
っ
た
が

児
童
生
徒
数
の
減
少
で
返
却
さ
れ
た
端
末
を
予

備
機
と
し
て
活
用
し
、
不
足
は
し
て
い
な
い
。

Ｑ　

端
末
は
ハ
ー
ド
面
と
は
別
に
ソ
フ
ト
面
で
Ｏ

Ｓ
の
更
新
が
必
要
だ
が
、
授
業
中
に
行
わ
れ
る

と
支
障
を
来
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
。

Ａ
　
Ｏ
Ｓ
の
更
新
が
あ
る
場
合
、
夜
間
に
充
電
中

で
あ
れ
ば
自
動
的
に
行
わ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ

て
い
る
。

Ｑ　

Ｉ
Ｔ
機
器
端
末
は
約
５
年
前
後
を
目
途
に
更

新
が
促
さ
れ
て
い
る
。
本
市
の
端
末
も
導
入
時

期
か
ら
の
年
数
を
考
え
る
と
更
新
の
時
期
に
来

つ
つ
あ
る
と
思
う
が
、
今
後
の
計
画
は
。

Ａ
　
端
末
は
令
和
２
年
度
に
購
入
し
て
令
和
７
年

度
で
５
年
が
経
過
す
る
状
況
で
あ
る
。
更
新
は

国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
令
和
８
年
度
に
児

童
生
徒
の
見
込
み
数
に
予
備
機
を
含
め
た
台
数

を
京
都
府
の
共
通
仕
様
書
を
基
に
し
て
、
共
同

調
達
で
購
入
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

民政会　　酒
さか

　井
い

　裕
ひろ

　史
ふみ 学習端末機器の現状と今後は

民政会　　安
あん

　藤
どう

　和
かず

　明
あき

グローバルスタディで英会話力を

Ｑ　

認
知
症
の
人

を
単
に
支
え
る
対

象
と
し
て
捉
え
る

の
で
は
な
く
、
認

知
症
の
人
の
行

動
・
心
理
症
状
の

発
生
を
抑
制
し
、

認
知
症
の
人
と
家

族
等
の
尊
厳
あ
る
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
ユ

マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
普
及(

あ
な
た
を
大
切
に

思
っ
て
い
る
こ
と
を
『
見
る
』『
話
す
』『
触
れ

る
』『
立
つ
』
の
柱
で
相
手
が
理
解
で
き
る
よ
う

に
届
け
る
ケ
ア)

に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る

が
、
本
市
の
見
解
は
。

Ａ
　
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
、
２
０
１
２
年
に
日
本

に
紹
介
さ
れ
、
徐
々
に
病
院
や
専
門
職
に
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
る
認
知
症
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ケ
ア
技
法
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
家

族
や
介
護
従
事
者
に
と
っ
て
取
り
組
み
や
す
い

対
応
で
あ
り
、
認
知
症
の
人
に
対
す
る
ケ
ア
技

法
と
し
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

Ｑ　

今
後
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
認
知
症

の
行
方
不
明
者
に
対
し
て
の
支
援
内
容
は
。

Ａ
　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
端
末
を
貸
し
出
す
認
知
症
高

齢
者
支
援
事
業
と
高
齢
者
対
策
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
前
登
録
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　

行
方
不
明
対
策
に
二
次
元
コ
ー
ド
が
記
載
さ

れ
た
シ
ー
ル
等
の
普
及
に
取
り
組
む
考
え
は
。

Ａ
　
今
年
度
中
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ス
テ
ッ
カ
ー
か
ら
二
次

元
コ
ー
ド
を
記
載
し
た
見
守
り
Ｑ
Ｒ
シ
ー
ル

へ
変
更
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。
認
知
症
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
外
出
で
き
る
地
域
づ
く
り

の
一
助
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
と
考
え

る
。

公明党　　渡
わた

　辺
なべ

　小
さ

百
ゆ

合
り

認知症の人に寄り添う地域社会を

Ｑ　

近
年
、
少
子

化
や
未
婚
の
増
加

に
よ
り
、
単
身
で

老
後
を
過
ご
す
人

が
増
え
て
い
る
が

綾
部
市
が
把
握
し

て
い
る
直
近
の
一

人
暮
ら
し
の
高
齢

者
世
帯
の
状
況
は
。

Ａ
　
令
和
２
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
総
世
帯
数

１
万
３
，
６
９
９
世
帯
の
う
ち
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
世
帯
数
は
２
，
２
３
２
世
帯
で
、
全

体
に
占
め
る
割
合
は
16
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

今
後
も
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
え
る

こ
と
を
前
提
に
、
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
だ
け

で
な
く
、
日
々
の
買
い
物
の
支
援
か
ら
財
産
の

管
理
、
認
知
症
に
な
っ
た
と
き
の
意
思
決
定
支

援
、
特
殊
詐
欺
、
防
犯
や
災
害
発
生
時
の
避
難

の
手
助
け
、
亡
く
な
ら
れ
た
後
の
対
応
な
ど
、

暮
ら
し
を
巡
る
様
々
な
手
続
き
や
仕
組
み
を
見

直
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
認
知

機
能
の
低
下
に
よ
る
様
々
な
場
面
で
の
意
思
決

定
の
支
援
は
。

Ａ
　
今
年
６
月
に
開
設
さ
れ
た
綾
部
市
成
年
後
見

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
成
年
後
見
制
度
を
活
用

す
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
人
や
家
族

を
は
じ
め
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
等
か
ら
の
相
談
に
幅
広
く
応
じ
て

い
る
。
今
後
も
地
域
や
関
係
機
関
の
皆
様
と
連

携
し
、
見
守
り
体
制
を
強
化
し
、
支
援
が
必
要

と
な
ら
れ
た
高
齢
者
を
早
期
発
見
し
、
早
期
支

援
に
つ
な
げ
る
取
組
を
進
め
て
い
く
。

民政会　　本
ほん

　田
だ

　文
ふみ

　夫
お 高齢単身世帯への支援対策は

創政会　　渡
わた

　辺
なべ

　弘
こう

　造
ぞう 追悼式の次世代への引継ぎを問う



Ｑ　

公
設
公
営

の
放
課
後
学
級
に

つ
い
て
、
令
和
７

年
度
か
ら
９
年
度

ま
で
の
債
務
負
担

行
為
と
し
て
放
課

後
学
級
運
営
業
務

委
託
費
６
億
１
，

６
０
０
万
円
を
上
程
さ
れ
た
が
、
経
緯
は
。

Ａ
　
現
在
、
10
小
学
校
区
18
学
級
中
、
17
学
級
は
市

の
直
営
で
行
っ
て
い
る
。
支
援
員
確
保
が
難
し

く
、
人
員
不
足
の
解
消
と
支
援
内
容
の
充
実
を

図
る
た
め
専
門
的
な
知
識
と
経
験
を
持
つ
事
業

者
に
業
務
委
託
の
検
討
を
し
て
い
る
。

Ｑ　

委
託
先
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
。
17
学
級

一
括
で
委
託
す
る
の
か
。

Ａ
　
社
会
福
祉
法
人
、
学
校
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

株
式
会
社
な
ど
広
く
募
集
し
、
17
学
級
一
括
委

託
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

委
託
に
よ
っ
て
人
員
確
保
、
支
援
員
の
労
働

条
件
や
研
修
が
実
現
す
る
の
か
。

Ａ
　
配
置
基
準
を
満
た
し
た
要
件
を
盛
り
込
み
、

現
支
援
員
の
継
続
希
望
者
の
最
優
先
や
適
正
な

処
遇
、
研
修
の
充
実
を
求
め
て
い
く
。

Ｑ　

来
年
４
月
か
ら
運
営
業
務
委
託
の
開
始
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
ま
た
、
わ
ず
か
３
ヶ
月
で
は

急
ぎ
す
ぎ
で
あ
り
、
保
護
者
、
支
援
員
の
意
見

を
十
分
に
聞
く
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

Ａ
　
１
月
に
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
行
い
、
審

査
会
に
お
い
て
選
定
し
た
事
業
者
を
優
先
交
渉

権
者
と
し
て
話
を
進
め
て
い
く
。
そ
の
後
、
支

援
員
、
保
護
者
に
丁
寧
に
説
明
し
、
令
和
７
年

４
月
か
ら
の
開
始
を
目
指
し
た
い
。

Ｑ　

平
成
26
年
の

文
部
科
学
省
の
不

登
校
生
徒
に
関
す

る
追
跡
調
査
に
よ

る
と
、
中
学
校
卒

業
後
の
４
月
時
点

で
の
進
路
状
況
は
、

高
校
進
学
が
80
・

９
％
、
就
職
が
６
％
、
働
き
な
が
ら
高
校
進
学
が

４
・
２
％
、
進
学
も
就
職
も
し
な
か
っ
た
が
８
・

４
％
。
や
す
ら
ぎ
ル
ー
ム
を
利
用
し
て
い
る
生

徒
の
進
路
や
中
学
校
卒
業
後
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

は
。

Ａ
　
令
和
５
年
度
に
や
す
ら
ぎ
ル
ー
ム
を
利
用
し

た
中
学
校
３
年
生
の
高
等
学
校
へ
の
進
学
率
は

１
０
０
％
。
や
す
ら
ぎ
ル
ー
ム
を
利
用
し
た
卒
業

生
の
中
に
は
、
卒
業
後
も
指
導
員
と
の
関
わ
り
を

求
め
て
来
所
す
る
場
合
も
あ
り
、
指
導
員
が
話
を

聞
い
て
、
思
い
を
受
け
止
め
、
励
ま
し
や
助
言
な

ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
適
宜
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　

16
歳
以
上
の
引
き
こ
も
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
態

の
方
だ
け
で
な
く
、
不
登
校
児
童
生
徒
、
保
護
者

も
利
用
で
き
る
よ
う
な
、
世
代
や
属
性
を
超
え
て

交
流
で
き
る
居
場
所
の
整
備
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
市
の
考
え
は
。

Ａ
　
ひ
き
こ
も
り
や
不
登
校
の
問
題
も
含
め
、
社

会
環
境
の
変
化
か
ら
、
問
題
が
複
雑
化
複
合
化

し
て
い
る
状
況
。
計
画
策
定
を
進
め
て
い
る
第

５
次
綾
部
市
地
域
福
祉
計
画
の
中
で
、
重
層
的

支
援
体
制
整
備
事
業
実
施
計
画
を
定
め
、
社
会

福
祉
協
議
会
や
市
内
の
民
間
支
援
団
体
と
も
連

携
し
た
居
場
所
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
、
計

画
に
盛
り
込
む
よ
う
検
討
し
た
い
。
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Ｑ　

志
賀
郷
地
区

内
で
は
昨
年
の
災

害
で
土
砂
の
撤
去

を
断
念
さ
れ
た
田

ん
ぼ
も
目
立
ち
、

高
齢
に
な
り
農
業

を
辞
め
ら
れ
て
い

く
人
も
多
く
、
耕

作
放
棄
地
が
ど
ん
ど
ん
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ

の
中
で
も
向
田
地
区
は
特
に
耕
作
放
棄
地
が
目

立
つ
。
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
は
、
全
国
的
な

こ
と
で
あ
る
が
、
せ
め
て
耕
作
で
き
る
田
ん
ぼ

は
、
今
よ
り
も
農
業
が
し
や
す
い
広
さ
の
田
ん

ぼ
に
し
て
、
次
の
世
代
に
引
継
ぎ
た
い
。
市
内

に
お
い
て
担
い
手
や
集
落
営
農
の
組
織
数
は
。

Ａ　

農
業
法
人
を
含
む
認
定
農
業
者
は
54
形
態
で

集
落
営
農
組
織
は
27
組
織
。

Ｑ　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
対

し
て
市
の
考
え
は
。

Ａ　

各
地
域
で
は
農
業
従
事
者
の
減
少
と
高
齢

化
、
土
地
持
ち
非
農
家
の
増
加
、
生
産
コ
ス
ト

が
増
加
し
て
も
十
分
価
格
に
反
映
さ
れ
な
い
こ

と
に
よ
る
農
業
経
営
の
悪
化
、
さ
ら
に
は
鳥
獣

被
害
に
よ
る
営
農
意
欲
低
下
等
々
、
多
く
の
課

題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、

農
地
の
維
持
・
保
全
や
農
村
集
落
の
衰
退
に
も

危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。

　
　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、
各
集
落
が
話
合

い
を
行
い
、
今
後
の
未
来
設
計
図
と
な
る
地
域

計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が
重
要
。
農
業
振
興
、

農
村
の
活
性
化
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
各
集
落

の
思
い
に
沿
っ
た
地
域
計
画
を
策
定
し
た
い
。

酪友会　　河
かわ

　北
ぎた

　ひさ子
こ 地域農業の課題について問う

Ｑ　

ふ
る
さ
と
納

税
の
状
況
と
課
題

は
。

Ａ
　
11
月
末
時
点

で
前
年
比
１
・
５

倍
の
約
１
億
２
，

７
０
０
万
円
。
主

力
と
な
る
返
礼
品

が
少
な
い
状
況
で
あ
る
。

Ｑ　

返
礼
品
で
あ
る
米
は
、
個
人
の
販
売
に
任
せ

て
い
る
の
で
量
や
品
種
、
価
格
に
も
限
界
が
あ

る
。
生
産
性
を
上
げ
る
取
組
や
Ｊ
Ａ
京
都
に
の

く
に
と
連
携
し
た
取
組
で
、
米
を
主
体
に
し
た

返
礼
品
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
　
お
米
は
、
寄
附
額
ベ
ー
ス
で
も
上
位
に
ラ
ン

キ
ン
グ
さ
れ
る
な
ど
非
常
に
好
評
を
得
て
お

り
、
寄
附
総
額
の
伸
び
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

主
力
産
業
の
育
成
と
ふ
る
さ
と
納
税
を
連
携
さ

せ
た
取
組
に
つ
い
て
は
、
不
定
期
の
寄
附
に
対

す
る
供
給
体
制
の
確
保
や
、
安
定
的
な
財
源
で

な
い
た
め
継
続
性
の
課
題
が
あ
る
が
、
事
業
担

当
課
と
研
究
を
進
め
た
い
。

Ｑ　

ふ
る
さ
と
納
税
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を

通
じ
、
子
育
て
支
援
へ
の
寄
附
を
募
り
、
更
な

る
定
住
の
促
進
、
人
口
増
加
策
に
繋
げ
る
取
組

を
進
め
て
は
ど
う
か
。

Ａ
　
本
年
度
か
ら
子
育
て
支
援
を
活
用
メ
ニ
ュ
ー

に
追
加
し
、
子
育
て
基
金
に
積
立
て
を
し
て
い

る
。
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た
財
源
確

保
に
つ
い
て
は
、
先
進
事
例
を
参
考
に
し
つ
つ

研
究
し
た
い
。
し
か
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
自
体
、

毎
年
度
安
定
し
て
確
保
で
き
な
い
側
面
も
あ
り

継
続
性
と
い
う
課
題
も
あ
る
。

創政会　　高
たか

　橋
はし

　　　輝
てる

ふるさと納税で米主体の返礼品を

関西万博の子どもの安全確保は

Ｑ　

本
市
の
子
ど

も
招
待
事
業
の
取

組
状
況
は
。

Ａ
　
入
場
料
の
全

額
補
助
事
業
を
活

用
し
、
小
学
校（
５

年
生
・
６
年
生
）、

中
学
校
（
１
年
生
・

２
年
生
と
３
年
生
の
一
部
）
が
参
加
予
定
。

Ｑ　

会
場
の
夢
洲
１
区
は
現
役
の
ご
み
の
最
終
処

分
場
だ
。
今
も
メ
タ
ン
ガ
ス
等
の
有
毒
ガ
ス
が

発
生
し
、
本
来
は
立
入
禁
止
地
区
だ
。
国
や
京

都
府
か
ら
の
説
明
は
。

Ａ
　
夢
洲
の
説
明
は
な
い
が
、
事
故
の
概
要
や
安

全
対
策
の
説
明
は
あ
っ
た
。

Ｑ　

メ
タ
ン
ガ
ス
発
生
の
予
測
困
難
性
を
指
摘
す

る
専
門
家
も
あ
り
、
修
学
旅
行
等
に
相
応
し
く

安
全
が
確
保
さ
れ
た
会
場
と
言
え
る
の
か
。

Ａ
　
８
月
に
学
校
向
け
の
説
明
会
が
あ
り
、
ガ
ス

侵
入
の
抑
制
、
適
切
な
換
気
、
ガ
ス
濃
度
測
定

等
の
対
策
に
よ
り
、
来
場
者
等
の
安
全
に
万
全

が
期
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

Ｑ　

学
校
向
け
説
明
会
の
実
施
主
体
に
は
学
校
教

育
に
責
任
を
持
つ
文
部
科
学
省
が
な
く
問
題

だ
。
各
学
校
へ
周
知
し
た
文
部
科
学
省
通
知
に

は
爆
発
事
故
の
記
載
す
ら
な
い
。
市
教
育
委
員

会
が
子
ど
も
の
安
全
確
保
の
視
点
に
た
ち
、
問

題
点
の
検
証
等
を
行
い
慎
重
な
対
応
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

Ａ
　
安
全
確
保
に
関
し
て
は
、
国
等
か
ら
発
信
さ

れ
る
関
連
情
報
の
把
握
に
努
め
、
児
童
生
徒
が

安
全
安
心
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

日本共産党　 塚
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Ｑ　

中
学
校
に
な

っ
て
新
た
に
不
登

校
に
な
る
生
徒
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、

小
学
校
か
ら
の
不

登
校
が
引
き
続
く

傾
向
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
小
学
校
段

階
か
ら
の
対
策
強
化
が
重
要
で
あ
る
。
よ
っ
て

就
学
校
の
指
定
と
し
て
、
保
護
者
が
子
ど
も
と
共

に
市
内
の
小
学
校
を
見
学
し
、
自
由
に
希
望
す
る

学
校
を
選
択
で
き
る
学
校
選
択
制
の
導
入
を
提

案
し
た
い
。
こ
れ
は
不
登
校
の
未
然
防
止
に
留

ま
ら
ず
、
個
性
や
教
育
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
子
ど
も

に
と
っ
て
最
適
な
学
校
を
選
べ
る
と
い
う
大
き

な
利
点
が
あ
る
。
更
に
は
、
大
規
模
校
の
児
童
・

生
徒
を
分
散
さ
せ
る
こ
と
で
、
市
内
各
地
に
あ
る

小
規
模
の
小
・
中
学
校
を
存
続
さ
せ
る
効
果
も

あ
り
、
教
育
を
受
け
た
く
な
る
ま
ち
綾
部
の
実
現

に
向
け
た
重
要
な
取
組
と
い
え
る
の
で
は
な
い

か
。

Ａ
　
学
校
選
択
制
の
特
認
校
制
は
、
従
来
の
通
学

区
域
は
残
し
た
ま
ま
で
、
特
定
の
学
校
に
つ
い

て
、
通
学
区
域
に
関
係
な
く
就
学
す
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
あ
り
、
小
規
模
校
を
特
認
校
に

指
定
す
る
小
規
模
特
認
校
制
度
が
あ
る
。
市
内

に
在
住
す
る
児
童
生
徒
で
あ
れ
ば
、
現
住
所
の

ま
ま
、
指
定
さ
れ
た
特
認
校
に
入
学
ま
た
は
転

校
で
き
る
。
こ
の
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
は
、

地
域
に
学
校
を
存
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
、

小
規
模
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
特
色
の
あ
る

教
育
を
選
択
で
き
、
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考

え
本
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

創政会　　梅
うめ

　原
はら

　哲
てつ

　史
し 学校選択制の導入の考えは

日本共産党　　吉
よし

　﨑
ざき

　篤
あつ

　子
こ

放課後学級の運営委託を問う

創政会　　後
ご

　藤
とう

　　　光
ひかる 不登校、ひきこもり支援を問う



Ｑ　

公
設
公
営

の
放
課
後
学
級
に

つ
い
て
、
令
和
７

年
度
か
ら
９
年
度

ま
で
の
債
務
負
担

行
為
と
し
て
放
課

後
学
級
運
営
業
務

委
託
費
６
億
１
，

６
０
０
万
円
を
上
程
さ
れ
た
が
、
経
緯
は
。

Ａ
　
現
在
、
10
小
学
校
区
18
学
級
中
、
17
学
級
は
市

の
直
営
で
行
っ
て
い
る
。
支
援
員
確
保
が
難
し

く
、
人
員
不
足
の
解
消
と
支
援
内
容
の
充
実
を

図
る
た
め
専
門
的
な
知
識
と
経
験
を
持
つ
事
業

者
に
業
務
委
託
の
検
討
を
し
て
い
る
。

Ｑ　

委
託
先
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
。
17
学
級

一
括
で
委
託
す
る
の
か
。

Ａ
　
社
会
福
祉
法
人
、
学
校
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

株
式
会
社
な
ど
広
く
募
集
し
、
17
学
級
一
括
委

託
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

委
託
に
よ
っ
て
人
員
確
保
、
支
援
員
の
労
働

条
件
や
研
修
が
実
現
す
る
の
か
。

Ａ
　
配
置
基
準
を
満
た
し
た
要
件
を
盛
り
込
み
、

現
支
援
員
の
継
続
希
望
者
の
最
優
先
や
適
正
な

処
遇
、
研
修
の
充
実
を
求
め
て
い
く
。

Ｑ　

来
年
４
月
か
ら
運
営
業
務
委
託
の
開
始
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
ま
た
、
わ
ず
か
３
ヶ
月
で
は

急
ぎ
す
ぎ
で
あ
り
、
保
護
者
、
支
援
員
の
意
見

を
十
分
に
聞
く
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

Ａ
　
１
月
に
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
行
い
、
審

査
会
に
お
い
て
選
定
し
た
事
業
者
を
優
先
交
渉

権
者
と
し
て
話
を
進
め
て
い
く
。
そ
の
後
、
支

援
員
、
保
護
者
に
丁
寧
に
説
明
し
、
令
和
７
年

４
月
か
ら
の
開
始
を
目
指
し
た
い
。

Ｑ　

平
成
26
年
の

文
部
科
学
省
の
不

登
校
生
徒
に
関
す

る
追
跡
調
査
に
よ

る
と
、
中
学
校
卒

業
後
の
４
月
時
点

で
の
進
路
状
況
は
、

高
校
進
学
が
80
・

９
％
、
就
職
が
６
％
、
働
き
な
が
ら
高
校
進
学
が

４
・
２
％
、
進
学
も
就
職
も
し
な
か
っ
た
が
８
・

４
％
。
や
す
ら
ぎ
ル
ー
ム
を
利
用
し
て
い
る
生

徒
の
進
路
や
中
学
校
卒
業
後
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

は
。

Ａ
　
令
和
５
年
度
に
や
す
ら
ぎ
ル
ー
ム
を
利
用
し

た
中
学
校
３
年
生
の
高
等
学
校
へ
の
進
学
率
は

１
０
０
％
。
や
す
ら
ぎ
ル
ー
ム
を
利
用
し
た
卒
業

生
の
中
に
は
、
卒
業
後
も
指
導
員
と
の
関
わ
り
を

求
め
て
来
所
す
る
場
合
も
あ
り
、
指
導
員
が
話
を

聞
い
て
、
思
い
を
受
け
止
め
、
励
ま
し
や
助
言
な

ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
適
宜
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　

16
歳
以
上
の
引
き
こ
も
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
態

の
方
だ
け
で
な
く
、
不
登
校
児
童
生
徒
、
保
護
者

も
利
用
で
き
る
よ
う
な
、
世
代
や
属
性
を
超
え
て

交
流
で
き
る
居
場
所
の
整
備
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
市
の
考
え
は
。

Ａ
　
ひ
き
こ
も
り
や
不
登
校
の
問
題
も
含
め
、
社

会
環
境
の
変
化
か
ら
、
問
題
が
複
雑
化
複
合
化

し
て
い
る
状
況
。
計
画
策
定
を
進
め
て
い
る
第

５
次
綾
部
市
地
域
福
祉
計
画
の
中
で
、
重
層
的

支
援
体
制
整
備
事
業
実
施
計
画
を
定
め
、
社
会

福
祉
協
議
会
や
市
内
の
民
間
支
援
団
体
と
も
連

携
し
た
居
場
所
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
、
計

画
に
盛
り
込
む
よ
う
検
討
し
た
い
。
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Ｑ　

志
賀
郷
地
区

内
で
は
昨
年
の
災

害
で
土
砂
の
撤
去

を
断
念
さ
れ
た
田

ん
ぼ
も
目
立
ち
、

高
齢
に
な
り
農
業

を
辞
め
ら
れ
て
い

く
人
も
多
く
、
耕

作
放
棄
地
が
ど
ん
ど
ん
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ

の
中
で
も
向
田
地
区
は
特
に
耕
作
放
棄
地
が
目

立
つ
。
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
は
、
全
国
的
な

こ
と
で
あ
る
が
、
せ
め
て
耕
作
で
き
る
田
ん
ぼ

は
、
今
よ
り
も
農
業
が
し
や
す
い
広
さ
の
田
ん

ぼ
に
し
て
、
次
の
世
代
に
引
継
ぎ
た
い
。
市
内

に
お
い
て
担
い
手
や
集
落
営
農
の
組
織
数
は
。

Ａ　

農
業
法
人
を
含
む
認
定
農
業
者
は
54
形
態
で

集
落
営
農
組
織
は
27
組
織
。

Ｑ　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
対

し
て
市
の
考
え
は
。

Ａ　

各
地
域
で
は
農
業
従
事
者
の
減
少
と
高
齢

化
、
土
地
持
ち
非
農
家
の
増
加
、
生
産
コ
ス
ト

が
増
加
し
て
も
十
分
価
格
に
反
映
さ
れ
な
い
こ

と
に
よ
る
農
業
経
営
の
悪
化
、
さ
ら
に
は
鳥
獣

被
害
に
よ
る
営
農
意
欲
低
下
等
々
、
多
く
の
課

題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、

農
地
の
維
持
・
保
全
や
農
村
集
落
の
衰
退
に
も

危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。

　
　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、
各
集
落
が
話
合

い
を
行
い
、
今
後
の
未
来
設
計
図
と
な
る
地
域

計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が
重
要
。
農
業
振
興
、

農
村
の
活
性
化
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
各
集
落

の
思
い
に
沿
っ
た
地
域
計
画
を
策
定
し
た
い
。

酪友会　　河
かわ

　北
ぎた

　ひさ子
こ 地域農業の課題について問う

Ｑ　

ふ
る
さ
と
納

税
の
状
況
と
課
題

は
。

Ａ
　
11
月
末
時
点

で
前
年
比
１
・
５

倍
の
約
１
億
２
，

７
０
０
万
円
。
主

力
と
な
る
返
礼
品

が
少
な
い
状
況
で
あ
る
。

Ｑ　

返
礼
品
で
あ
る
米
は
、
個
人
の
販
売
に
任
せ

て
い
る
の
で
量
や
品
種
、
価
格
に
も
限
界
が
あ

る
。
生
産
性
を
上
げ
る
取
組
や
Ｊ
Ａ
京
都
に
の

く
に
と
連
携
し
た
取
組
で
、
米
を
主
体
に
し
た

返
礼
品
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
　
お
米
は
、
寄
附
額
ベ
ー
ス
で
も
上
位
に
ラ
ン

キ
ン
グ
さ
れ
る
な
ど
非
常
に
好
評
を
得
て
お

り
、
寄
附
総
額
の
伸
び
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

主
力
産
業
の
育
成
と
ふ
る
さ
と
納
税
を
連
携
さ

せ
た
取
組
に
つ
い
て
は
、
不
定
期
の
寄
附
に
対

す
る
供
給
体
制
の
確
保
や
、
安
定
的
な
財
源
で

な
い
た
め
継
続
性
の
課
題
が
あ
る
が
、
事
業
担

当
課
と
研
究
を
進
め
た
い
。

Ｑ　

ふ
る
さ
と
納
税
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を

通
じ
、
子
育
て
支
援
へ
の
寄
附
を
募
り
、
更
な

る
定
住
の
促
進
、
人
口
増
加
策
に
繋
げ
る
取
組

を
進
め
て
は
ど
う
か
。

Ａ
　
本
年
度
か
ら
子
育
て
支
援
を
活
用
メ
ニ
ュ
ー

に
追
加
し
、
子
育
て
基
金
に
積
立
て
を
し
て
い

る
。
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た
財
源
確

保
に
つ
い
て
は
、
先
進
事
例
を
参
考
に
し
つ
つ

研
究
し
た
い
。
し
か
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
自
体
、

毎
年
度
安
定
し
て
確
保
で
き
な
い
側
面
も
あ
り

継
続
性
と
い
う
課
題
も
あ
る
。

創政会　　高
たか

　橋
はし

　　　輝
てる

ふるさと納税で米主体の返礼品を

関西万博の子どもの安全確保は

Ｑ　

本
市
の
子
ど

も
招
待
事
業
の
取

組
状
況
は
。

Ａ
　
入
場
料
の
全

額
補
助
事
業
を
活

用
し
、
小
学
校（
５

年
生
・
６
年
生
）、

中
学
校
（
１
年
生
・

２
年
生
と
３
年
生
の
一
部
）
が
参
加
予
定
。

Ｑ　

会
場
の
夢
洲
１
区
は
現
役
の
ご
み
の
最
終
処

分
場
だ
。
今
も
メ
タ
ン
ガ
ス
等
の
有
毒
ガ
ス
が

発
生
し
、
本
来
は
立
入
禁
止
地
区
だ
。
国
や
京

都
府
か
ら
の
説
明
は
。

Ａ
　
夢
洲
の
説
明
は
な
い
が
、
事
故
の
概
要
や
安

全
対
策
の
説
明
は
あ
っ
た
。

Ｑ　

メ
タ
ン
ガ
ス
発
生
の
予
測
困
難
性
を
指
摘
す

る
専
門
家
も
あ
り
、
修
学
旅
行
等
に
相
応
し
く

安
全
が
確
保
さ
れ
た
会
場
と
言
え
る
の
か
。

Ａ
　
８
月
に
学
校
向
け
の
説
明
会
が
あ
り
、
ガ
ス

侵
入
の
抑
制
、
適
切
な
換
気
、
ガ
ス
濃
度
測
定

等
の
対
策
に
よ
り
、
来
場
者
等
の
安
全
に
万
全

が
期
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

Ｑ　

学
校
向
け
説
明
会
の
実
施
主
体
に
は
学
校
教

育
に
責
任
を
持
つ
文
部
科
学
省
が
な
く
問
題

だ
。
各
学
校
へ
周
知
し
た
文
部
科
学
省
通
知
に

は
爆
発
事
故
の
記
載
す
ら
な
い
。
市
教
育
委
員

会
が
子
ど
も
の
安
全
確
保
の
視
点
に
た
ち
、
問

題
点
の
検
証
等
を
行
い
慎
重
な
対
応
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

Ａ
　
安
全
確
保
に
関
し
て
は
、
国
等
か
ら
発
信
さ

れ
る
関
連
情
報
の
把
握
に
努
め
、
児
童
生
徒
が

安
全
安
心
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

日本共産党　 塚
つか

　﨑
さき

　泰
たい

　史
し

一般質問

Ｑ　

中
学
校
に
な

っ
て
新
た
に
不
登

校
に
な
る
生
徒
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、

小
学
校
か
ら
の
不

登
校
が
引
き
続
く

傾
向
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
小
学
校
段

階
か
ら
の
対
策
強
化
が
重
要
で
あ
る
。
よ
っ
て

就
学
校
の
指
定
と
し
て
、
保
護
者
が
子
ど
も
と
共

に
市
内
の
小
学
校
を
見
学
し
、
自
由
に
希
望
す
る

学
校
を
選
択
で
き
る
学
校
選
択
制
の
導
入
を
提

案
し
た
い
。
こ
れ
は
不
登
校
の
未
然
防
止
に
留

ま
ら
ず
、
個
性
や
教
育
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
子
ど
も

に
と
っ
て
最
適
な
学
校
を
選
べ
る
と
い
う
大
き

な
利
点
が
あ
る
。
更
に
は
、
大
規
模
校
の
児
童
・

生
徒
を
分
散
さ
せ
る
こ
と
で
、
市
内
各
地
に
あ
る

小
規
模
の
小
・
中
学
校
を
存
続
さ
せ
る
効
果
も

あ
り
、
教
育
を
受
け
た
く
な
る
ま
ち
綾
部
の
実
現

に
向
け
た
重
要
な
取
組
と
い
え
る
の
で
は
な
い

か
。

Ａ
　
学
校
選
択
制
の
特
認
校
制
は
、
従
来
の
通
学

区
域
は
残
し
た
ま
ま
で
、
特
定
の
学
校
に
つ
い

て
、
通
学
区
域
に
関
係
な
く
就
学
す
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
あ
り
、
小
規
模
校
を
特
認
校
に

指
定
す
る
小
規
模
特
認
校
制
度
が
あ
る
。
市
内

に
在
住
す
る
児
童
生
徒
で
あ
れ
ば
、
現
住
所
の

ま
ま
、
指
定
さ
れ
た
特
認
校
に
入
学
ま
た
は
転

校
で
き
る
。
こ
の
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
は
、

地
域
に
学
校
を
存
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
、

小
規
模
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
特
色
の
あ
る

教
育
を
選
択
で
き
、
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考

え
本
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

創政会　　梅
うめ

　原
はら

　哲
てつ

　史
し 学校選択制の導入の考えは

日本共産党　　吉
よし

　﨑
ざき

　篤
あつ

　子
こ

放課後学級の運営委託を問う

創政会　　後
ご

　藤
とう

　　　光
ひかる 不登校、ひきこもり支援を問う



Ｑ　

綾
部
市
で

は
、
10
月
17
日
に

戦
没
者
追
悼
式
が

開
催
さ
れ
、
初
め

て
自
治
会
長
を
中

心
に
市
民
も
参
列

さ
れ
、
遺
族
と
市

民
が
共
に
追
悼

し
、
平
和
を
祈
念
で
き
た
こ
と
は
大
変
有
意
義

で
あ
っ
た
。
今
回
多
く
の
一
般
市
民
の
方
々
の

追
悼
式
へ
の
参
列
が
叶
っ
た
が
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
も
平
和
の
尊
さ
、
命
の
大
切

さ
を
伝
え
る
手
段
と
し
て
、
理
解
力
が
高
ま
る

小
学
校
高
学
年
も
し
く
は
中
学
生
に
参
列
の
機

会
を
つ
く
り
厳
粛
な
追
悼
式
を
体
感
し
て
も
ら

う
こ
と
を
再
度
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

Ａ
　
学
校
教
育
で
は
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、

発
達
段
階
に
応
じ
て
各
教
科
、
各
領
域
に
お
い

て
平
和
に
関
す
る
学
習
を
行
っ
て
い
る
。
戦
没

者
追
悼
式
は
、
先
の
大
戦
の
記
憶
を
風
化
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
戦
没
者
に
対
し
追
悼
の
誠
を
捧

げ
る
と
と
も
に
、
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
た
め

開
催
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
も
貴
重
な
機
会
と
考
え
て
は

い
る
が
、
現
在
の
戦
没
者
追
悼
式
の
日
程
や
教

育
課
程
の
中
で
児
童
生
徒
を
参
列
さ
せ
る
こ
と

に
つ
い
て
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。
戦
没
者
追

悼
式
で
読
み
上
げ
ら
れ
る
遺
族
代
表
の
追
悼
の

言
葉
を
学
習
資
料
と
す
る
こ
と
や
平
和
を
祈
る

戦
没
者
追
悼
式
の
意
義
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

る
こ
と
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
積
極
的
に
行
っ

て
い
き
た
い
。

Ｑ　

小
学
校
へ
の

英
語
授
業
導
入
か

ら
４
年
、
本
市
に

お
け
る
英
語
の
授

業
の
実
態
は
ど
う

か
。
現
状
の
取
組

で
社
会
へ
出
て
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
英

会
話
が
で
き
る
実
力
を
つ
け
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
学
習
指
導
要
領
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、

全
て
の
小
・
中
学
校
に
外
国
人
指
導
助
手
を
小

学
校
に
は
英
語
の
専
科
教
員
も
配
置
し
、
小
学

校
低
学
年
か
ら
生
き
た
英
語
に
触
れ
る
機
会
を

提
供
し
て
い
る
。
校
外
学
習
等
で
外
国
人
に
話

し
か
け
る
こ
と
に
抵
抗
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

市
教
育
委
員
会
主
催
の
国
際
理
解
教
育
事
業
へ

の
参
加
が
増
え
て
お
り
、
児
童
生
徒
の
英
語
学

習
に
対
す
る
学
習
意
欲
は
高
ま
っ
て
い
る
。
ま

た
、
中
学
２
、３
年
生
を
対
象
に
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

英
検
受
験
事
業
に
取
り
組
み
、
卒
業
時
点
で
英

語
検
定
３
級
以
上
の
取
得
生
徒
の
割
合
は
30
％

か
ら
48
％
の
取
得
率
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
で
は
、
総
合
学
習
の

時
間
を
英
会
話
で
し
か
話
せ
な
い
時
間
帯
を
つ

く
る
な
ど
小
・
中
学
校
９
年
間
を
通
し
て
「
聞
く
、

話
す
、
読
む
、
書
く
」
の
４
技
能
効
果
測
定
に
取

り
組
み
実
践
的
英
語
授
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、

本
市
の
今
後
の
英
語
教
育
の
取
組
は
。

Ａ
　
さ
い
た
ま
市
の
取
組
は
子
ど
も
の
英
語
力
の

向
上
に
効
果
が
大
き
い
と
考
え
て
お
り
、
調
査
、

研
究
し
導
入
に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
。
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一般質問

市政を問う
一 般 質 問

　12月10日から12日までの３日間にわたって15人の議員が市政全般について質問を行いました。
ここでは一般質問の要旨を掲載します。（掲載は登壇順）

Ｑ　

小
・
中
学
校

の
児
童
生
徒
一
人

一
人
に
学
習
端
末

機
器
と
し
て
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
が
配

布
さ
れ
て
数
年
が

経
過
し
、
端
末
の

故
障
が
増
え
て
い

る
と
の
報
道
が
あ
っ
た
が
、
本
市
に
お
い
て
の

端
末
の
故
障
と
対
応
す
る
予
備
機
の
状
況
は
。

Ａ
　
令
和
２
年
度
に
２
，
５
８
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
導
入
し
て
翌
年
度
に
配
布
し
た
。
以

降
、
今
年
の
11
月
末
時
点
で
機
器
の
故
障
や
不

具
合
で
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
も
の
は
１
３
９

台
。
予
備
機
は
導
入
当
初
は
78
台
で
あ
っ
た
が

児
童
生
徒
数
の
減
少
で
返
却
さ
れ
た
端
末
を
予

備
機
と
し
て
活
用
し
、
不
足
は
し
て
い
な
い
。

Ｑ　

端
末
は
ハ
ー
ド
面
と
は
別
に
ソ
フ
ト
面
で
Ｏ

Ｓ
の
更
新
が
必
要
だ
が
、
授
業
中
に
行
わ
れ
る

と
支
障
を
来
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
。

Ａ
　
Ｏ
Ｓ
の
更
新
が
あ
る
場
合
、
夜
間
に
充
電
中

で
あ
れ
ば
自
動
的
に
行
わ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ

て
い
る
。

Ｑ　

Ｉ
Ｔ
機
器
端
末
は
約
５
年
前
後
を
目
途
に
更

新
が
促
さ
れ
て
い
る
。
本
市
の
端
末
も
導
入
時

期
か
ら
の
年
数
を
考
え
る
と
更
新
の
時
期
に
来

つ
つ
あ
る
と
思
う
が
、
今
後
の
計
画
は
。

Ａ
　
端
末
は
令
和
２
年
度
に
購
入
し
て
令
和
７
年

度
で
５
年
が
経
過
す
る
状
況
で
あ
る
。
更
新
は

国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
令
和
８
年
度
に
児

童
生
徒
の
見
込
み
数
に
予
備
機
を
含
め
た
台
数

を
京
都
府
の
共
通
仕
様
書
を
基
に
し
て
、
共
同

調
達
で
購
入
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

民政会　　酒
さか

　井
い

　裕
ひろ

　史
ふみ 学習端末機器の現状と今後は

民政会　　安
あん

　藤
どう

　和
かず

　明
あき

グローバルスタディで英会話力を

Ｑ　

認
知
症
の
人

を
単
に
支
え
る
対

象
と
し
て
捉
え
る

の
で
は
な
く
、
認

知
症
の
人
の
行

動
・
心
理
症
状
の

発
生
を
抑
制
し
、

認
知
症
の
人
と
家

族
等
の
尊
厳
あ
る
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
ユ

マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
普
及(

あ
な
た
を
大
切
に

思
っ
て
い
る
こ
と
を
『
見
る
』『
話
す
』『
触
れ

る
』『
立
つ
』
の
柱
で
相
手
が
理
解
で
き
る
よ
う

に
届
け
る
ケ
ア)

に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る

が
、
本
市
の
見
解
は
。

Ａ
　
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
、
２
０
１
２
年
に
日
本

に
紹
介
さ
れ
、
徐
々
に
病
院
や
専
門
職
に
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
る
認
知
症
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ケ
ア
技
法
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
家

族
や
介
護
従
事
者
に
と
っ
て
取
り
組
み
や
す
い

対
応
で
あ
り
、
認
知
症
の
人
に
対
す
る
ケ
ア
技

法
と
し
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

Ｑ　

今
後
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
認
知
症

の
行
方
不
明
者
に
対
し
て
の
支
援
内
容
は
。

Ａ
　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
端
末
を
貸
し
出
す
認
知
症
高

齢
者
支
援
事
業
と
高
齢
者
対
策
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
前
登
録
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　

行
方
不
明
対
策
に
二
次
元
コ
ー
ド
が
記
載
さ

れ
た
シ
ー
ル
等
の
普
及
に
取
り
組
む
考
え
は
。

Ａ
　
今
年
度
中
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ス
テ
ッ
カ
ー
か
ら
二
次

元
コ
ー
ド
を
記
載
し
た
見
守
り
Ｑ
Ｒ
シ
ー
ル

へ
変
更
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。
認
知
症
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
外
出
で
き
る
地
域
づ
く
り

の
一
助
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
と
考
え

る
。

公明党　　渡
わた

　辺
なべ

　小
さ

百
ゆ

合
り

認知症の人に寄り添う地域社会を

Ｑ　

近
年
、
少
子

化
や
未
婚
の
増
加

に
よ
り
、
単
身
で

老
後
を
過
ご
す
人

が
増
え
て
い
る
が

綾
部
市
が
把
握
し

て
い
る
直
近
の
一

人
暮
ら
し
の
高
齢

者
世
帯
の
状
況
は
。

Ａ
　
令
和
２
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
総
世
帯
数

１
万
３
，
６
９
９
世
帯
の
う
ち
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
世
帯
数
は
２
，
２
３
２
世
帯
で
、
全

体
に
占
め
る
割
合
は
16
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

今
後
も
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
え
る

こ
と
を
前
提
に
、
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
だ
け

で
な
く
、
日
々
の
買
い
物
の
支
援
か
ら
財
産
の

管
理
、
認
知
症
に
な
っ
た
と
き
の
意
思
決
定
支

援
、
特
殊
詐
欺
、
防
犯
や
災
害
発
生
時
の
避
難

の
手
助
け
、
亡
く
な
ら
れ
た
後
の
対
応
な
ど
、

暮
ら
し
を
巡
る
様
々
な
手
続
き
や
仕
組
み
を
見

直
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
認
知

機
能
の
低
下
に
よ
る
様
々
な
場
面
で
の
意
思
決

定
の
支
援
は
。

Ａ
　
今
年
６
月
に
開
設
さ
れ
た
綾
部
市
成
年
後
見

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
成
年
後
見
制
度
を
活
用

す
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
人
や
家
族

を
は
じ
め
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
等
か
ら
の
相
談
に
幅
広
く
応
じ
て

い
る
。
今
後
も
地
域
や
関
係
機
関
の
皆
様
と
連

携
し
、
見
守
り
体
制
を
強
化
し
、
支
援
が
必
要

と
な
ら
れ
た
高
齢
者
を
早
期
発
見
し
、
早
期
支

援
に
つ
な
げ
る
取
組
を
進
め
て
い
く
。

民政会　　本
ほん

　田
だ

　文
ふみ

　夫
お 高齢単身世帯への支援対策は

創政会　　渡
わた

　辺
なべ

　弘
こう

　造
ぞう 追悼式の次世代への引継ぎを問う



Ｑ　

人
口
減
少
社

会
に
お
い
て
、
地

域
に
人
材
を
留
め

る
た
め
に
は
、
誰

も
が
住
み
や
す
く

活
躍
し
や
す
い
社

会
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
が
重
要
と

考
え
る
が
、
市
と
し
て
、
現
状
を
ど
う
認
識
し
、

ど
の
よ
う
な
課
題
を
設
定
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
継
続
し
た
取
組
を
実
施
し
て
お
り
、
一
定

の
効
果
が
現
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
女
性

の
社
会
進
出
が
進
む
一
方
、
家
事
・
育
児
の

負
担
な
ど
が
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
課
題

に
は
、
本
市
な
ら
で
は
の
地
域
特
性
も
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
本
市
の
実
情
に
合
っ
た
手
法
で

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
に
取
り
組
む
必

要
性
を
感
じ
て
い
る
。

Ｑ　

綾
部
市
創
生
総
合
戦
略
の
重
点
要
素
に
家
庭

や
地
域
社
会
、
企
業
等
に
お
い
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
を
図
り
、
女
性
の
活
躍
を

推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
は
本
市
の
発
展

の
た
め
に
も
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
。
本
市
が
目
指
す
べ
き
理
想
像
は
。

Ａ
　
意
識
改
革
に
つ
な
が
る
啓
発
等
に
も
取
り
組

む
と
同
時
に
、
時
代
の
潮
流
を
掴
み
な
が
ら
、

第
４
次
あ
い
プ
ラ
ン
が
目
指
す
「
す
べ
て
の
人

が
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
お
互
い
を
尊
重
し
、

責
任
を
分
か
ち
あ
い
、
個
性
と
能
力
を
発
揮
し

て
共
に
活
躍
し
共
に
生
き
る
綾
部
市
」
を
理
想

像
と
し
て
取
組
を
進
め
て
い
く
。
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民政会　　片
かた

　岡
おか

　英
ひで

　晃
あき

ジェンダーギャップ解消を

Ｑ　

放
課
後
学
級

は
保
護
者
が
労
働

等
で
昼
間
、
家
に

い
な
い
小
学
生
に

適
切
な
遊
び
や
生

活
の
場
を
与
え
て
、

健
全
に
育
成
し
て

い
く
こ
と
が
目
的

だ
が
、
市
と
し
て
そ
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
。

Ａ
　
保
護
者
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
整
え
、

地
域
と
の
連
携
を
強
化
し
、
子
ど
も
た
ち
の
自

主
性
、
社
会
性
及
び
創
造
性
を
養
う
こ
と
、
子

ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
全
な
成
長
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

Ｑ　

こ
れ
ま
で
保
護
者
か
ら
「
子
ど
も
が
行
き
た

が
ら
な
く
て
困
っ
て
い
る
」
と
い
う
声
を
幾
度

か
聞
い
て
き
た
。
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
進
ん
で

通
い
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
放
課
後
学
級
と
な
る

こ
と
や
「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
」
の
視
点
に

立
っ
た
運
営
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
運
営
を
民

間
委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
目
指
す
課
題
解
決
は
。

Ａ
　
課
題
と
し
て
は
、
特
に
人
材
確
保
と
事
業
の

質
の
向
上
が
挙
げ
ら
れ
る
。
入
級
児
童
数
が

年
々
増
加
す
る
一
方
で
、
労
働
力
不
足
、
支
援

員
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
年
間
を
通
じ
て
人
材

確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
。
民
間
委
託
に
よ
り
、

支
援
員
の
雇
用
の
安
定
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

働
き
方
の
選
択
等
に
よ
る
幅
広
い
人
材
の
確

保
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
研
修
の
充

実
等
に
よ
り
子
ど
も
や
保
護
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

や
事
業
内
容
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。
現
支
援

員
の
継
続
希
望
者
の
優
先
雇
用
と
適
正
な
処
遇

な
ど
を
要
件
と
し
て
応
募
事
業
者
に
求
め
る
予

定
。

みらいのあやべ　　中
なか

　島
じま

　祐
ゆう

　子
こ

運営委託による放課後学級改善は

Ｑ　

能
登
半
島
地

震
の
避
難
所
で
は

雑
魚
寝
、
ト
イ
レ

問
題
な
ど
過
去
の

教
訓
が
生
か
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。

内
外
の
専
門
家
か

ら
は
、
難
民
キ
ャ

ン
プ
よ
り
劣
悪
と
言
わ
れ
る
日
本
の
避
難
所
。

避
難
が
必
要
な
場
合
、
ト
イ
レ
環
境
が
整
っ
て

い
な
い
こ
と
が
避
難
行
動
を
た
め
ら
う
こ
と
に

つ
な
が
る
。
能
登
半
島
地
震
で
は
全
国
か
ら
災

害
用
ト
イ
レ
が
支
援
さ
れ
た
。
要
配
慮
者
へ
の

ケ
ア
、
衛
生
環
境
、
給
排
水
設
備
、
下
水
道
浄

化
槽
、
し
尿
収
集
、
災
害
用
ト
イ
レ
な
ど
の
知

識
を
持
つ
人
を
統
括
責
任
者
と
し
て
配
置
し
、

事
前
の
ト
イ
レ
確
保
、
管
理
計
画
作
成
と
運
用

等
、
ト
イ
レ
を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
考
え
る
こ
と

が
重
要
で
は
。

Ａ
　
本
市
の
災
害
対
策
本
部
は
市
長
を
本
部
長

に
、
副
市
長
と
教
育
長
を
副
本
部
長
に
、
各
部

長
等
を
本
部
員
と
し
て
構
成
し
て
い
る
。
ト
イ

レ
対
策
の
全
体
統
括
責
任
者
は
設
置
し
て
い
な

い
が
、
本
部
補
助
組
織
と
緊
急
被
災
現
場
活
動

組
織
が
あ
り
、
そ
の
中
に
目
的
に
応
じ
た
部
と

班
を
設
置
し
て
い
る
。
災
害
発
生
時
に
ト
イ
レ

専
門
の
全
体
統
括
責
任
者
を
設
置
す
る
こ
と
は

難
し
い
た
め
、
災
害
時
に
は
、
本
部
運
営
部
と

避
難
所
班
で
、
上
下
水
道
施
設
の
被
災
状
況
等

を
把
握
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
現
実

的
と
考
え
て
い
る
。
ト
イ
レ
問
題
は
重
要
な
課

題
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
よ
り
良
い
課
題
解

決
方
法
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

日本共産党　　井
い

　田
だ

　佳
か

代
よ

子
こ トイレ対策統括責任者の配置を
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Digest 一般質問

産業厚生環境委員会 綾部市立病院の病床数変更

●綾部市病院事業の設置等に関する条例の一部改
正

　　綾部市立病院について、人口減少と高齢化によ
る医療需要の変化や、国の診療報酬改定に対応し
た見直しが必要であるため、現在の病床数を206
床から199床に変更する。変更は令和７年４月１
日からとするとの説明がありました。

　　質疑の中で、「診療報酬の改定で急性期病棟での
入院日数が18日から16日に減ることによって、
患者は地域包括ケア病棟へ移れて、もっと受け入
れ人数を増やせるということか」との質問があり、

「これまで急性期病棟から地域包括ケア病棟への転
棟割合は６割制限のため、50床のうち30床まで
受け入れが可能であった。近年、入院患者の高齢化
により、治癒に日数を要する場合があるが、入院期
間が18日から16日に短縮され、診療報酬が下が
るからといって、地域包括ケア病棟へ回せない場
合であっても、退院を促すことなく、急性期病棟で
看護を続けているのが現状である。199床にする
ことによって、その制限が撤廃されるため、有効に
活用ができ、患者に寄り添った看護ができる」との
答弁がありました。また、「看護師の人数が足りて
いない話をよく耳にするが、199床にすることで、
少しは改善されるのか、現在の状況は」との質問が
あり、「今回、病床数を減らすことで、看護師の配
置基準は特に変更はない。急性期病棟は7：1、地
域包括ケア病棟は10：1のままであり、配置基準
は、今回変更する予定はない。」との答弁がありま
した。

　　特に意見もなく、採決の結果、全員賛成で可決と
なりました。

●綾部市こども発達支援施設の設置及び管理に関
する条例の制定

令和７年５月に供用開始予定で、発達に支援の
必要なおおむね１歳から12歳（小学校６年生）ま

での児童とその保護者や関係者に対し、自立と社会
参加のための訓練、相談又は支援を行うことを目的
に、綾部市こども発達支援施設を設置するため、条
例で制定しようとするものとの説明がありました。

質疑の中で、「新施設で使用料がかかるとのこと
だが、今の療育教室でもかかっているのか」との質
問があり、「現療育教室でも使用料の１割負担がか
かっている。ただし、３歳児以上の幼児は保育料無
償化が適応されている」との答弁がありました。ま
た、「放課後等デイサービスの対象児童の年齢が小
学校６年生までとなっているが、中学生などの需
要もあると思う。その対応については」との質問が
あり、「まずは、小学生までの受入れとしてスター
トし、状況を見て対象年齢の引き上げも検討してい
く」との答弁がありました。さらに、「放課後等デイ
サービスを行うにあたり、施設までの送迎はどのよ
うに考えているのか」との質問があり、「各学校へ
の迎えのサービスは行う。こども発達支援施設への
迎えは保護者に依頼するよう調整する」との答弁が
ありました。

特に意見もなく、採決の結果、全員賛成で可決と
なりました。

その他、３議案について審査を行い、採決の結
果、全員賛成で可決となりました。

予算決算委員会
物価高に伴う影響を受ける低所得世帯を
支援するための予算を追加

●令和６年度一般会計補正予算
国民の安心・安全と持続的な成長に向けた総合

経済対策が打ち出され、物価高騰対応重点支援地
方創生臨時交付金が拡充されることから、物価高
に伴う影響を受ける低所得世帯を対象に給付金を
支給するための経費の他、放課後学級運営業務委 
託費の債務負担の設定など総額４億 2,472 万 6 千
円の追加予算を計上するものです。

意見として、放課後学級運営業務委託について、
慢性的な人材不足に対応し、子どもたちの健全な
育成及び働く保護者の安心につながる安定的かつ
持続可能な放課後学級の運営を実現するため、放
課後児童健全育成事業の民間委託に関する債務負
担行為を評価する。なお、業者選定の際には、支
援員の雇用条件の悪化や、より良い放課後学級の

運営に支障をきたす恐れがある場合、業務委託の
開始を先延ばしや市直営の継続といった選択肢も
十分に検討されたい。また、放課後学級運営業務
委託の４月実施はいったん白紙に戻し、当事者同
士の合意形成を優先すること。とありました。
＜主な事業＞

・物価高騰非課税世帯支援給付金支給事業費
・放課後学級運営業務委託費
・消火栓設置負担金
・現年発生公共土木施設災害復旧事業費
その他、特別会計５件と公営企業会計３件を審

査しました。
採決の結果、18 議案のうち 1 議案は賛成多数で

可決、17 議案は全員賛成で可決及び承認となりまし
た。

Ｑ　

綾
部
市
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
持
ち
込
ま
れ
る

ご
み
の
受
付
は
屋

外
で
、
天
候
や
足

元
の
状
況
か
ら
利

用
し
に
く
い
と
の

声
が
あ
る
。
ま
た
、

年
末
に
は
車
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
、
Ｕ
タ
ー
ン

場
所
が
崖
に
面
し
て
お
り
、
転
落
の
危
険
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
、
人
と

車
が
交
錯
し
危
険
で
あ
る
。
改
善
の
検
討
は
。

Ａ
　
家
庭
ご
み
の
収
集
は
地
域
ご
と
の
指
定
日
に

業
者
が
回
収
す
る
の
が
基
本
で
あ
る
が
、
自
ら

搬
入
を
す
る
方
が
増
加
し
て
い
る
。
平
日
は
業

者
の
搬
入
車
と
動
線
を
分
け
る
た
め
、
現
状
の

屋
外
受
付
を
維
持
し
て
い
る
。
雨
天
や
降
雪
の

際
に
は
不
便
を
か
け
て
い
る
が
、
屋
根
設
置
は

難
し
い
状
況
。
一
方
、
車
の
方
向
転
換
ス
ペ
ー

ス
に
つ
い
て
は
、
崖
地
に
隣
接
す
る
た
め
、
運

転
ミ
ス
に
よ
る
転
落
の
危
険
が
あ
り
改
善
策
を

検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

１
㎏
の
雑
紙
回
収
を
行
う
こ
と
に
よ
り
市
の

処
理
費
用
が
18
円
削
減
さ
れ
る
。
補
助
金
を
見

直
し
、
雑
紙
回
収
を
広
く
促
進
す
れ
ば
、
市
の

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
が
考
え

は
。

Ａ
　
古
紙
の
買
取
単
価
が
下
落
し
、
回
収
量
が
減

少
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
制
度
内
容
の
検
討
も
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
改
善
傾
向
の
た
め
当

面
は
回
収
量
の
推
移
を
注
視
し
経
過
を
み
る
。

民政会　　藤
ふじ

　岡
おか

　康
こう

　治
じ リサイクル促進について問う
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こども発達支援施設（旧綾部幼稚園）

令和７年３月定例会の日程予定
３月定例会は、２月25日から３月24日までの28日間の会期で予定しています。

２月25日（火）　本会議（議案上程）
３月 ４日（火）　請願受理締切り（正午）
　　 ５日（水）　一般（代表）質問
　　 ６日（木）　一般質問
　　 ７日（金）　一般質問

 10日（月）　総務教育建設委員会
 11日（火）　産業厚生環境委員会
 12日（水）　予算決算委員会（総括質疑）
 13日（木）～19日（水）予算決算委員会（予算審査）
 24日（月）　本会議（採決）

放
課
後
学
級
業
務
運
営
委
託
は
性
急

　
市
は
40
年
以
上
に
わ
た
っ
て
公
設
公
営

の
放
課
後
学
級
を
運
営
し
て
き
た
。
９
月
議

会
に
お
い
て
市
長
は
、
放
課
後
学
級
の
運
営

の
外
部
委
託
は
、「
来
年
度
以
降
」
と
答
弁
。

と
こ
ろ
が
、
今
年
度
か
ら
の
債
務
負
担
行
為

が
12
月
議
会
に
上
程
さ
れ
た
。
修
正
案
に
賛

成
す
る
理
由
は
、

一
　
支
援
員
と
の
合
意
形
成
が
な
さ
れ
な

い
ま
ま
、
来
年
１
月
か
ら
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
が

実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

二
　
支
援
員
の
雇
用
条
件
変
更
に
も
か
か

わ
ら
ず
市
は
支
援
員
へ
の
説
明
と
意
見
交

換
を
し
て
い
な
い
。

三
　
厚
生
労
働
省
は
、
運
営
主
体
が
変
更
に

な
る
場
合
、
支
援
員
の
継
続
性
の
保
障
、
子

ど
も
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
、
保
護
者

の
理
解
を
得
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
が
、
議

論
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

賛成 日本共産党議員団

吉
よし

　﨑
ざき

　篤
あつ

　子
こ

論討
議
第
議
第
９４９４
号号  

「
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）」

（
放
課
後
児
童
健
全
育
成
学
級
の
運
営
委
託
に
関
す
る
債
務
負

担
行
為
を
削
除
す
る
修
正
案
）

時
代
の
要
請
に
応
え
る
最
善
の
選
択
を

「
令
和
６
年
度
綾
部
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）
」
の
修
正
案
に
反
対
す
る
。

本
修
正
案
は
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
学

級
の
運
営
委
託
に
関
す
る
債
務
負
担
行
為

を
削
除
す
る
内
容
で
あ
り
、
支
援
員
不
足
や

サ
ー
ビ
ス
の
質
向
上
と
い
っ
た
喫
緊
の
課
題

解
決
を
先
送
り
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
原
案
は
、
民
間
事
業
者
へ
の
委
託

を
通
じ
て
人
材
確
保
、
研
修
充
実
、
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
実
現
し
、
子
ど
も
た
ち
に

安
全
で
充
実
し
た
環
境
を
提
供
す
る
具
体

策
を
示
し
た
も
の
で
、
市
民
の
期
待
に
応
え

る
重
要
な
提
案
で
あ
る
。

民
営
化
が
全
国
的
に
進
む
中
、
本
市
も
持

続
可
能
な
運
営
体
制
構
築
を
図
る
べ
き
で

あ
る
。
修
正
案
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
行
政
運
営
の
前
進
を
阻
害
す
る
も
の
で

あ
り
、
断
固
反
対
す
る
。

反対 創政会

柳
やなぎ

　原
はら

　秀
ひで

　一
かず

補正予算に対する修正動議の提出
　議第94号「令和６年度一般会計補正予算（第４号）」に対し、放課後児童健全育成学級の運営委託に関す
る債務負担行為を削除する修正案が提出されましたが、賛成少数で否決されました。（原案可決）
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12月定例会

令和６年12月定例会は12月2日から20日までの19日間の会期で開催しま
した。
本定例会では市長から提案された議案30件を審議しました。議案について

は、いずれも原案のとおり可決・承認しました。（採決の結果は４ページに記載）
上程された議案は、３つの常任委員会に付託され、審査しました。その内容は

次のとおりです。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や
か
で

清
々
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
能
登
半
島
地
震
や
豪
雨
に
よ
る
大
き

な
被
害
が
あ
る
中
で
、
幸
い
に
も
市
内
に
お
い
て

は
、
大
き
な
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
も
な

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
自
然
災
害
は

い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
再

認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
平
常
時
か
ら
の
防
災
準

備
、
防
災
訓
練
の
重
要
性
や
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
安

全
・
安
心
な
生
活
を
守
る
た
め
に
さ
ら
に
防
災
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
11
月
に
市
民
待
望
の
複
合
施
設
「
あ
や
テ
ラ
ス
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、

連
日
多
く
の
皆
様
に
利
用
さ
れ
賑
わ
い
あ
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
年
は
、
西
部
地
域
消
防
防
災
拠
点
施
設
・
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
、
旧
図
書

館
に
ハ
ー
ト
交
流
セ
ン
タ
ー
、
旧
綾
部
幼
稚
園
を
活
用
し
た
こ
ど
も
発
達
支
援

施
設
、
旧
市
民
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
に
新
都
市
公
園
「
あ
や
パ
ー
ク
」
と
完
成
予
定

の
施
設
が
目
白
押
し
で
あ
り
、
各
施
設
の
完
成
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
市
議
会
で
は
平
成
22
年
度
に
い
ち
早
く
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
、
令

和
４
年
に
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
議
員
定
数
に
関
わ
る
議
論
、

さ
ら
に
、
市
長
へ
の
公
共
交
通
政
策
提
言
を
す
る
な
ど
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
議
会
の
見
え
る
化
に
向
け
て
、
各
委
員
会
の
動
画
配
信
を
行
う
新
た

な
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
様
の
様
々
な
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
聞
き
し
、
一
人
ひ
と
り

が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
実
現

で
き
る
よ
う
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が
皆
様
の
意
見
を
提
案
に
変
え
、
そ
の
思
い
を

市
政
に
繋
げ
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
、
国
内
外
の
平
和
と
安
寧
を
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

総務教育建設委員会 市営駐車場24時間の最大料金設定

●市営駐車場料金の見直し
令和６年８月の綾部市営駐車場経営戦略に基づ

き、市営駐車場の普通駐車料金について、駐車１回
につき30分までを無料とすること、駐車１回24
時間ごとの最大料金を500円とする上限料金を定
める改定を行おうとするものです。
質疑の中で、「24時間上限500円設定の根拠は」

との質問に対し、「実績を基にシミュレーションし、
運営経費を一定確保するために設定した金額であ
る。550円以上の利用者の割合が65％を占めてお
り、より多くの方に恩恵を受けていただくこと、運
営経費を確保するためには500円以下にすること
は難しく、また、民業圧迫に繋がることも考慮した
金額である。」との答弁がありました。
特に意見もなく、採決の結果、全員賛成で可決と

なりました。

●市役所まちづくりセンター大規模改修工事（建
築本体工事）請負契約を締結
施設の長寿命化及び利用者の利便性の向上を図

るため、まちづくりセンター大規模改修工事につい
て、浅巻建設株式会社と１億4,876万4,000円の
工事請負契約が締結されるものです。工事の概要

は、現在、１階の公用車駐車スペースを会議室に、
また１階玄関前にエレベーターが設置されます。工
期は、令和７年９月16日まで。
質疑の中で、「発注した後のスケジュールの概要

は」との質問に対し、「１階の駐車スペースから取
り掛かり、２階の会議室については、令和７年３月
まで使用できるよう計画をしている。」との答弁が
ありました。
特に意見もなく、採決の結果、全員賛成で可決と

なりました。
その他、５議案について審査を行い、採決の結

果、全員賛成で可決となりました。

議　長
松 本 幸 子

副議長
本 田 文 夫

綾部駅南駐車場

会派会派のの抱負抱負

創政会創政会

渡
辺
弘
造

渡
辺
弘
造

松
本
幸
子

松
本
幸
子

梅
原
哲
史

梅
原
哲
史

柳
原
秀
一

柳
原
秀
一

高
橋
　
輝

高
橋
　
輝

後
藤
　
光

後
藤
　
光
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　新年あけましておめでとうございます。
　昨年は、元日早々の能登半島地震に始まり、秋の豪雨、南海トラフ地震かと身構えた８月の宮崎県日向灘地震で災害
列島を思い知る一年でありました。

　さて、今回の議会だよりには、各会派の今年の抱負を掲載しており、新たな活動が期待されるところであります。
　また、広報広聴委員会では、議会の活動を広く市民の皆様に知っていただくための広報活動として、綾部市議会では動画配信の準備を進め
ています。
　市民の皆様から市政や議会へのご意見・ご要望などを聞かせていただく機会になれば幸いです。
　結びに、本年が皆様にとって輝かしい年になりますようご祈念申し上げます。

編集／広報広聴委員会
◎本田文夫　〇塚﨑泰史　後藤光　渡辺小百合　酒井裕史　中島祐子　種清喜之　高橋輝（◎委員長　〇副委員長）

編 集 後 記
≪写真≫ 初日の出（寺山山頂）≪写真≫ 初日の出（寺山山頂）

★ホームページへのアクセスは、検索画面で　　　　　　　　　　　　を入力してクリック !
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